
【構想の概要】

国際機関、行機関、国内外の大学、企業等と連携し、l 課題ઌ進国 z 日本のこれまでの取組をแׅ的に学び、
そのݧܦを基൫に国内・海外研修を通して ň持続可能な都ࢢと環境ŉ、ňグローバル化と新࢈業Ϟデルŉ、ň健康環
境リスクマネージメントʙ食と水の環境ʙŉ、ň外国人のड入れと日本のグローバル化ŉ の̐つのจ理༥合型の課
題研究に取り組んだ。これらのテーマのもと、グローバル社会が๊える༷ʑな課題の解決に向けて、フィールド
ワークや実ݧを౿まえた策提言や実践的活動を行い、その成Ռをจやポスターにまとめ、֤छ発表会で発表
し、จूを作成した。また、研究成Ռをもとに海外の大学教तや高校生等と意見交や共ಉ研究を行った。こ
れらの活動を通し、科学的思考力、自的活動力、複؟的思考力、社会創造力を݉ね備えた「未来の創造者」を
育成するための国際的、実践的な教育システムの研究開発を進めた。ಉ時に、英語の総合的なӡ用能力の育成に
めた。

全校生徒 ��� 名の内、֤学創造科学科 �� 名、ී通科 �� 名の合ܭ ��� 名を SG) 。業対者としているࣄ

“ 課題ઌਐࠃ ”ຊを୲い世界へた͘
「ະདྷの者」の育成
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本校では学校設定教科「創造」を活用して、
SGH 事業を展開している。

SGH 対象者は創造科学科生各学年 40 名（推ન
入試で選抜）、普通科生各学年 40 名（入学後に選
抜）の 3 学年合計 240 名である。

創造科学科では 1 年生時に学校設定科目「創造基
礎」（2 単位）「RRE」（1 単位）2 年生時に「創造応
用Ⅰ」（文系・理系それぞれ 3 単位）3 年生時に「創
造応用Ⅱ」（文系 2 単位・理系 1 単位）において、
探究的な学習および課題研究を実施している。

普通科では「グローバルリサーチⅠ～Ⅲ」（各 1
単位）において同様の取り組みを行っている。

すべての学校設定科目は複数の教科の教員が担当
し、教科横断的な内容を意識して実施している。

毎年、約 25 名の教員が教科「創造」を担当して
おり、「地歴・公民科」「英語科」は全員、「理科」

「数学」の 8 割の教員が教科「創造」の探究的な学
習および課題研究の指導に取り組んだ。また、必要
に応じて「国語科」「保健体育科」「情報科」の教員
もサポートを行っている。その結果、普通教科にお
いても「現代社会」「生物基礎」をはじめとする科
目で探究的な学習を取り入れ、主体的対話的で深い
学びを実践している。

課題研究の࣮ࢪの工夫

「創造基礎」では国際機関、行政機関、NPO 等
と連携している。H29 年度に神戸市長田区と教育
とまちづくり分野における連携協定を結び、本校生
徒に対するサポート体制が整った。「創造応用」で
はฌݿ県と大学との教育連携協定を活用し、大学教
員、大学院生のサポートを受けながら実施している。
特に本校は大阪大学大学院国際公共政策研究科と
H25 年度に教育連携協定を結んだ。

校内における成果の共有であるが、4 月に「未来
創造シンポジウム」を開催し、前年度の成果の発表
会を実施している。加えて毎月「SGH 通信」を発
行し、全職員に配布している。

課題研究の評価については新たに本校独自のパ
フォーマンス評価表を作成し、生徒のスキルアップ
が明確にわかるように工夫した。

成果と課題

教科「創造」を受講している全生徒が研究ポスター、
論文を作成した。校内だけでなく大学等で発表の機
会を設け、毎年複数の生徒が表彰を受けている。

東京大学・京都大学をはじめとするスーパーグ
ローバル大学の推ન・特色入試で課題研究の成果を
活かすことができた。

H29 年度には内閣官主催「第 1 回薬ࡎ性
（AMR）対策普及活動表彰」の教育・研究分野で文
部科学大臣賞を本校が受賞した。

このように本校の課題研究の取組が外部において
高く評価され、進路実現にもつながっている。

生徒が身についたスキルや意識の変容ついての評
価は、上記のパフォーマンス評価とアンケートで
測っている。　　　　

H29 年度卒業生アンケートでＳＧＨ対象者の
75.3％が大学在学中に留学を考え、64.8％が将来、
仕事で国際的に活躍したいと考えている。

今後の課題は、推ન入試の対応としての職員の指
導体制の確立と英語の 4 技能の向上である。

ଞ校への成果普及

校内外において広く普及活動を行っている。主な
ものとして以下の 2 つのものがある。

・「高校生国際問題を考える日」
ฌݿ県教育委員会および本校の連携先である大阪

大学、ＷＨＯ神戸センターとの共催で本校が幹事校
として実施。平成 29 年度は県内外の学校 30 校、約
400 名が参加。

・「大阪大学探究学習セミナー」
本校教員が講師を務め、毎年約 50 名の高校教員

に成果を普及。
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ᖹᡂࠋᐇ࡚ࡋᖿᰯࡀඹദ࡛ᮏᰯࡢ࣮ࢱࣥ 29

ᖺᗘࡣ┴ෆእࡢᏛᰯ30ᰯࠊ⣙400ྡࡀཧຍࠋ 

࣮ࢼ࣑ࢭ⩦㜰Ꮫ᥈✲Ꮫࠕ࣭  ࠖ ᮏᰯᩍဨࡀㅮᖌࢆ

 ࠋᬑཬࢆᡂᯝ㧗ᰯᩍဨࡢẖᖺ⣙50ྡࠊࡵົ
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